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小樽商科大学  地(知)の拠点整備事業 

平成 25 年度 事業報告書 

目 次 

活動履歴 …………………………………………………………………………………… 

事業概要図  ……………………………………………………………………………… 

地域志向研究プロジェクト概要 
【研究】 
  ① 二級河川余別川（北海道積丹町）におけるサクラマス・サンクチュアリをコ

アとした地域活性化方策の検討と冬季環境調査 

  ② ニセコ地区における中長期滞在型観光のモビリティに関する研究（１） 
     －観光客行動に関する基本調査－ 
  ③ 小樽にかける「北前船」の記憶の発掘と観光資源化に関する基礎的研究 
 
  ④ 後志における農水産品のブランド化の課題に関する研究 
 
  ⑤ フェイスブック上の小樽の中国語情報は小樽滞在に結びつくか：外国人に対

するソーシャルネットワーク利用動態調査 
  ⑥ Web ページ，フェイスブックページ上の小樽の日本語観光情報は，小樽のイ

メージおよび小樽への訪問探求にどのように寄与しているかに関する現状
調査 

   

参考資料 
地域志向型教育プロジェクト助成公募要領 ……………………………………… 
地域懇談会議事要旨 ………………………………………………………………… 
新聞等掲載事例（※１） …………………………………………………………… 
 
 

（※１）新聞等掲載事例については，各新聞社の著作物であることから，web サイトでは公表しておりま

せん。 
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●「
地
域
」
視
点
を
養
う
教
育

地
域
の
「
人
」
と
共
に
学
び
考
え
る
教
育
拠
点
（
街
中
教
室
）
を
各
地
域

に
設
置
し
て
教
育
を
展
開
し
，
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の
意
識
，
意
欲

及
び
責
任
感
を
育
成
し
ま
す
。

●「
国
際
的
」
視
点
を
養
う
教
育

観
光
関
連
の
教
育
実
績
を
持
つ
海
外
協
定
校
へ
の
学
生
派
遣
や
共
同
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
実
施
の
ほ
か
，
IC
T
を
活
用
し
た
双
方
向
通
信
に
よ
る
語
学

教
育
を
行
い
ま
す
。

　
北
海
道
経
済
を
取
り
巻
く
環
境
は
，
TP
P
や
北
海
道
新
幹
線
の
開
通
な
ど
に

よ
り
著
し
く
変
化
し
て
お
り
，
様
々
な
分
野
で
国
際
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い

ま
す
。
道
内
産
業
に
お
い
て
も
，
国
内
だ
け
で
は
な
く
海
外
に
目
を
向
け
る
必

要
が
あ
り
，「
地
域
を
理
解
」
し
，「
海
外
に
繋
げ
る
」
こ
と
の
で
き
る
【
イ
ン

タ
ー
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
】な
人
材
が
必
要
で
す
。北
海
道
経
済
に
役
立
つ
イ
ン
タ
ー

リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
な
人
材
を
育
成
し
，
北
海
道
内
に
継
続
的
に
供
給
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
，
こ
れ
ま
で
の
個
別
各
論
的
な
地
域
教
育
科
目
を
体
系
化
す
る
と

と
も
に
，
国
際
的
視
点
を
加
え
た
新
た
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

　
北
海
道
経
済
を
取
り
巻
く
環
境
は
，
TP
P
や
北
海
道
新
幹
線
の
開
通
な
ど
に

よ
り
著
し
く
変
化
し
て
お
り
，
様
々
な
分
野
で
国
際
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い

ま
す
。
道
内
産
業
に
お
い
て
も
，
国
内
だ
け
で
は
な
く
海
外
に
目
を
向
け
る
必

要
が
あ
り
，「
地
域
を
理
解
」
し
，「
海
外
に
繋
げ
る
」
こ
と
の
で
き
る
【
イ
ン

タ
ー
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
】な
人
材
が
必
要
で
す
。北
海
道
経
済
に
役
立
つ
イ
ン
タ
ー

リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
な
人
材
を
育
成
し
，
北
海
道
内
に
継
続
的
に
供
給
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
，
こ
れ
ま
で
の
個
別
各
論
的
な
地
域
教
育
科
目
を
体
系
化
す
る
と

と
も
に
，
国
際
的
視
点
を
加
え
た
新
た
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

　
本
学
は
，
こ
れ
ま
で
北
海
道
が
抱
え
る
地
域
財
政
の
危
機
や
，
失
業
，
経
営

不
振
と
い
っ
た
課
題
に
対
し
，
地
域
に
存
在
す
る
大
学
と
し
て
，
産
学
官
連
携

拠
点
で
あ
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
セ
ン
タ
ー
」
及
び
地
域
研
究
を
組
織
的
に
推
進

す
る
「
地
域
研
究
会
」
を
中
心
に
，数
多
く
の
共
同
研
究
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

本
事
業
で
は
，
こ
れ
ま
で
培
っ
た
研
究
ノ
ウ
ハ
ウ
や
自
治
体
等
と
の
関
係
を
土

台
と
し
，
潜
在
す
る
観
光
資
源
を
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
開
発
す
る
た
め
の

研
究
や
，
観
光
情
報
の
発
信
，
商
品
・
観
光
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
開
発
，
国
際
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
地
域
通
貨
の
流
通
実
験
な
ど
，観
光
客
の
長
期
滞
在
を
促
す「
仕

掛
け
」
の
発
掘
に
特
化
し
た
「
地
域
課
題
研
究
」
及
び
「
社
会
実
験
」
を
推
進

し
，「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
」
を
目
指
し
ま
す
。

　
総
合
観
光
地
域
の
創
出
に
向
け
て
，
地
域
に
対
し
て
有
形
無
形
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
，
総
合
観
光
地
域
づ
く
り
の
主
役
と
な
る
地
域
住

民
・
観
光
従
事
者
を
対
象
に
，
こ
れ
ま
で
の
本
学
の
公
開
講
座
の
実
績
と
課
題

研
究
の
成
果
を
基
に
地
元
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
，
地
域
の
人
々
に

学
習
機
会
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
，
本
事
業
に
関
わ
る
地
域
NP
O
法
人
等
の

設
立
及
び
運
営
を
支
援
す
る
ほ
か
，
各
地
域
で
地
元
住
民
と
具
体
的
な
熟
議
を

行
う
「
地
域
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
本
事
業
に
お
け
る
取
組
の
成
果
に
つ

い
て
は
，
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
情
報
を
発
信
し
，
地
域
間

連
携
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
こ
と
で
，
地
域
の
人
々
を
主
役
と
し
た
「
し
り

べ
し
地
域
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

　
小
樽
商
科
大
学
が
所
在
す
る
「
し
り
べ
し
地
域
」
は
，
観
光
地
と

し
て
名
高
い
小
樽
市
，
ニ
セ
コ
町
，
倶
知
安
町
を
含
む
地
域
で
あ
り
，

農
業
や
漁
業
，
も
の
づ
く
り
，
商
業
な
ど
，
第
１
次
産
業
か
ら
第
３

次
産
業
ま
で
の
各
産
業
が
盛
ん
と
い
う
「
魅
力
」
と
，
過
疎
化
な
ど

地
方
の
「
課
題
」
が
詰
ま
っ
た
北
海
道
の
縮
図
と
も
言
え
る
地
域
で

す
。
　
本
事
業
で
は
，
こ
の
「
し
り
べ
し
地
域
」
に
，
北
海
道
の
観
光
拠

点
で
あ
る
「
札
幌
」
を
加
え
た
広
域
観
光
圏
を
対
象
と
し
，
地
域
ブ

ラ
ン
ド
の
確
立
と
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
通
じ
て
「
総
合
観

光
地
域
」
の
創
出
を
図
り
ま
す
。
本
学
と
地
域
が
課
題
を
共
有
し
，

そ
れ
ぞ
れ
の
資
源
を
活
用
し
た
「
滞
在
型
観
光
」
に
か
か
る
取
組
を

起
爆
剤
と
し
，
観
光
を
軸
と
し
た
産
業
振
興
及
び
人
材
育
成
に
よ
り
，

北
海
道
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
の
人
々
を
主
役
と
し
た
「
し
り
べ
し

地
域
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
形
成

観
光
客
の
長
期
滞
在
を
促
す
「
仕
掛
け
」

の
発
掘
に
よ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

「
イ
ン
タ
ー
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
」
な
人
材
を
育

成
す
る
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築

「
イ
ン
タ
ー
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
」
な
人
材
を
育

成
す
る
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
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